
設置条件
屋根材　　：平形屋根用スレート葺屋根（スリット無し）

　　　　　　（JIS A 5423「住宅屋根用化粧スレート」規格品、または同等品で厚み 4.5 ～ 6.5 ㎜）

屋根勾配　：３寸以上～ 10 寸以下
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③－２．配線穴に付属のブチルテープ３枚を貼付けます。

剥離紙をきれいに剥がし、図のように穴内径を覆うように

丁寧に貼付けてから、剥離フィルムを剥がしてください。

③－３．配線穴に付属の配管スリーブを奥まで差し込みます。

配管スリーブからはみ出したブチルは、ツバに沿ってカッター

等できれいにカットしてください。

再度配管スリーブを押しこみ、確実に奥まで差し込まれている

ことを確認してください。

④配線作業

配線瓦ベース裏面の剥離紙をきれいに剥がし、マーキングの位置に合わせて配置してください。

ビス穴４ヶ所に付属のベース固定用ビスを打込み、固定します。

配線瓦ベースの開口部からモジュールケーブルを屋根裏に差し込み、ケーブルを横一列に揃えます。

④－１．

④－２．

④－３．

剥離フィルム
ブチルテープ

ブチルテープ

配管スリーブ

※ブチルテープの継ぎ目がＹ字となるよう貼付けてください。

Ｙ字

‐３‐

ベース固定用ビス

モジュールケーブル

※ブチルテープの貼付けが弱い場合、雨漏りの原因になる可

　能性があります。確実に押し付けながら貼付けてください。

※必ず剥離紙を先に剥がしてください。

剥離紙

カッター

配管スリーブ

ブチルテープ



配線瓦カバーを上側からかぶせ、押さえた時にビス固定箇所に浮きが無いことを確認して、

ビス穴４ヶ所に付属のカバー固定用ビスを打込み、固定します。

※インパクトは使わず、手締めで固定してください。

⑤防水処理

配線瓦側面 (軒側を除く３辺 ) にゴムアス系シーリング材を十分塗布し、

コーキング用へら等を使用して丁寧に整え、防水してください。

④－５．

④－４．ケーブル収納口に付属のシールパテを使用し、隙間ができないよう丁寧に埋めてください。

‐４‐

プラスドライバー

配線瓦カバー

カバー固定用ビス

モジュールケーブル

ゴムアス系シーリング材

※ビス締付け後、ベースとカバーとの間に隙間がないことを確認してください。

シールパテ


